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あ
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辺
に
じ
む
弘
氏
の
健
山
地
へ
の
リ
ス
ケ
を
証
明
「
る
よ
ぷ
な
牛
1447的
な
効
米
が
川
別

欧
州
司
法
裁
判
所
の
判
例
も
、
同
必
の
安
請
を
め
ぐ
コ
て
苓
お
さ
れ
亡
き
し
て
い
る
判
例
p
f
L
私
人
主
ね
る
」
と
に
よ
り
、
同
裁
判
所

は
、
マ
ノ
防
原
則
な
、
四
日
す
る
た
め
に
、

MTHt
一
石
川
状
怒
に
あ
る
こ
ペ
あ
る
い
は

cr仰
に
足
る
υ訂
ー
ザ
く
は
決
定
的
な
デ
タ
が

F
に
入
る
の

科・／、決定1 行動令子p,;;/c11に閉す。 つの忘年

つ
三
は
で
き
な
い
が
ー
ー
な
ぜ
仕
ら
、

に
は
「
お
誌
な
川
知
市
ポ

ぐ
に
な
っ
て
し
士

M
C
一
三
が
ね
に
J
M岬
L
r｝
（

J

、れるい

う
か
に
つ
と
4

め
る
｜
｜
、

L
か
し
、
他
方
明
、
予
防
れ
置
は
、
当
該
ワ
ス
ケ
日
、
利
用
可
能
な
科
学
的
評
似
に
聞
も
い
J
7

て
｜
｜
こ
れ
は
、

仰
い
性
原
則

L
J
H
W
ユロ戸
v
m
J
2
L
2】
勺
¢
）

お
よ
び
凌
明
性
川
小
別

優

！原

iiri 

℃コ
Z
2日
vm

に
よ
り
史
ぷ
汽
れ
る
も
の
で
↓
hye－
－
信
頼
に
足
旬
、
続
出
川
か
あ
る
と
考
え
ら
れ
マ
匂
科
字
的
情
報

コハ一一ハロ

凶

i
p
F
U
Z
℃
【
ロ
勺
ロ
戸
。

三
回
》
に
『
芝
山
Z
P
口
同
日
L
L
c
f
a円、
円

に
よ
r
J

て
バ
九
分
に
江
司
式
さ
れ
戸
、
レ
る

' ---・ 工
' 、

町" ~ 
〆恥

吋

" 時

' 宍
0 
r 

c 

一' 〆、
吋

' → 
勾ぺ

～J 

内

F
i
d吋
｝
工

と
い
う
条
作
の
ト
で
し
か
y

と
る
こ
と
が
で
き
な
い

2
い
う
日
」
レ
〈
古
強
調
し
紋
け

工
」
で
申
丸
求
さ
れ
る
少
な
く
と
も
川
崎

mmu

U
J
ス
夕
、
こ
れ
は
、
実
際
、
不
明
確
な
板
十
て
ゐ
る

ど
の
校
炭
の
血
山
内
が
吹
求
手
れ
る
れ
か

自
己
ロ
H
C
h
H
E

.. 
＇＂、υ 

~ 、
》ν 

当
該
り
え
、
ぉ
二
む

m院
の
め
る
v

b

り
と
す
る
だ
け
の
－
仮
説
℃
充
分
注
の
か
、
ぞ
れ
1
／
も
、
よ
り
砿
実
公
正
川
引
が
必
裂
と
き
れ
る
、
り
か
が
不

珂
ど
〉
ら

cあ
る
ハ
も
う
と
包

l
y
y
｝

じ

」
と
が
あ
る
υ

す
伝
わ
ち
、
り
ス
ク
は
、
こ
ド
」
つ
け
で
は
一
と
り
な
い
と
い
う
こ
J

もつ

で
あ
る
）
実
ぶ
、
叫
山
川
川
司
法
裁
判
所
は
、
門
以
没
、
こ
の
こ
と
を
即
司
と
、
J

て、

輸
入
を
村
山
市
ゴ
す
る
仁
あ
た
一
つ
て
は
、

t
タ
ミ
ノ

JE多
く
今
む
烹
了
や
飲
料
の

ヘ
色
分
な
1
ノ
ス
ケ
心
証
拠
を
収
不
ず
べ
き
で
あ
っ
た
と

L
た
の
で
あ
る
。

ブ
ブ
シ
ス
は
、

｝ 

’h 

ill＜｝、：iL'?J お •3 1 23Ci) ワ約初出）1; 



f沢

科
予
約
線
市
一
の
山
女
求
は

J

7

J

川「ノ
l
出
件
｜
｜
こ
れ
は
、
M
m
川
f
h
T
c
h
会
が
、
家
畜
炉
問
料
ヘ
の
引
ρ
止
の
い
仇
H
P
f

物
質
の
涜
用
を
、
専
門

ま
委
員
欠
の
意
見

r
比
し
て
全
ー
け
し
た
と
し
一
か
ら
起
こ
っ
た
事
件
で
あ
る
に
日
い
て
、
第
一
審
裁
判
市
が
、

当
局
は
、
本
問
題
に

悶

隠
す
る
専
門
家
の
志
川
比
古
川
外
川
市
し
な
か
っ
久
雄
山
、
す
な
わ
ち
、
専
門
永
の
志
川
比
と

小
／
ん
す
、
と
も
民
ヒ
引
け
V
J
子
的
レ
戸
、
ル
む

E
Z
E
U
2
2
E
2
5
2
日
2
5
2
E
S］
店
主
」

一、円四戸口

問
山
乞
小
さ
な
け
れ
ば
な
、
り
な
い
と
川
不
し
て
い
る
こ
と
に
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
v

一
方
で
、
あ
る
張
仙
の
商
品
化
ま
～
一
は
あ
る
日
到
の
J
A
悶
二
関
J
J
る
決
定
J
Vト
る
誌
に
利
用
川
ぷ
陀
と
科
学
的
デ
i
タ
を
す
べ
て
収
集

ず
る
よ
う
努
必
ず
る
ミ
こ
、
他
方
で

リ
ス
う
の
長
然
刊
に
閑
ず
る
日
山
知

L
Aる
一
市
相
川
町
入
手
し
て
い
る
乙
い
λ
l
条
件
の
ち
と
で
の
み

下
防
措
笠
な
採
る
よ
う
努
め
る
こ
と
、
こ
れ
は
、
公
的
活
励
の
科
学
d

的
版
wm性
を
凶
巡
す
る
の
と
は
伝
／
＼
反
汁
L
y
J
し
れ
な
強
化
す
一
る

ご
ノ
に
い
さ
Q
一
刊
の
袋
一
十
回
の
二
つ
の
側
面
仕
の
で
ゐ
司
令
。

予
防
原
則
と
決
定

最
近
、
手
訪
原
町
～
に
対
し
て

L
ば
し
ば
半
、
ぶ
さ
れ
る
つ
日
ハ
バ
批
判
は

ざ
ら
に
岐
討
に
恥
、
え
な
い
唱
も
の
で
あ
7
G
c

そ
れ
は

され
η
l
h
r
u
、
』
帯
主
将
之

h
r
F
f
v
F
T
F
K
 

い
い
か
え
、
れ
ば
、
一
ゼ
ロ
リ
ス
ク

N
Fレペ
A
j
v
）

3
y
l

、

最
れ
れ
限
ハ
ザ
リ
ス

｝
了
こ
も
差
1
狩
え
る
、

呼
ば
れ
る
式
市
、
と
糊
同
心
き
か
な
い
や
り
方
て
追
い
求
め
る
こ
と
を
迫
く
も
の
て
あ
r
Q
と
い
う
批
判
C
んある

p

－J
h
d

こ、

γ
1
7
1
h
 
い
ヮ
た
ん
科
九
円
γ
仙川
n
hァ
l
タ
古
手
L

人
れ
て
し
ま
え
ば
、

こ
の
品
川
｛
仁
川
H
、

中

iuは
、
い
口
内
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
、

ふ
の
一
州
抗
日
亙
に
［
品
「
ず
る
も
の
と
な
る
っ
刈
判
、
也
、
リ
ス
ク
心
状
態
は
複
雑
な
も
の
と
あ
り
、
ぞ
と
に
お
い
ν

、
は
決
定
告
に
決
定
り
？
一
片
が

jvえ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ず
さ
た
の
で
あ
り
、
叩
竹
吊
J

的
小
確
実
牲
が
認
め
、
り
れ
る
軒
JWじ
い
記
い
て
は
、
こ
の
出
を
さ
ら
い
円
強
制

判
例
は
、
つ
ま
わ
、
戸
つ
れ
れ
る
べ
き
決
定
の
政
治
的
な
性
格
を
悩
調
、
ν
て
い
る
の
で
あ
る
v

予
防
原
則
が
世
田
り
さ
れ
つ
る

一

日

〕

一

M
W

時
機
ド
問
料
ζ

ヨ
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
そ
の
池
山
川
形
能
川
が
問
忍
と
な
る
は
均
台
に
は
、
そ
の
選
択
は
、
士
と

L
て
政
治
的
な
、

v
ソニー、い

12'. ledごJ"' J、 i）・↑ワlつi "'90 c引"Y. I i J 



す
な
わ
ち

セにこ

trV2E二
も
の
に
段
ず
る
職
務
｜
｜
い
い
か
え
れ
ば
、
ど
こ

ιと
っ
て
一
？
打
入
れ
す
能
た

か
ら
が
リ
ス
ク
が
交
付
人
れ
不
能
に
迂
る
上
う
な
伏
ρ
九
州
入
品
奴
出
小
わ
で
あ
る
か
や
汗
日
ず
る
当
パ
用
心
職
務

L

高
「
る
も
の

に
だ
し
、
こ
の
よ
う
は
裁
豆
、
山
濫
用
み
る
い
は
不
ム
川
市
内
な
決
定
主
将
来
す
る
む
を
坊
：
た
め

れ
川
川
は

次
の
二
つ
の
条
作
を
山
正

る
こ
と
を
ゆ
三
間
し
て
い
る
r

川弟

円
、
な
さ
れ
る
べ
き
選
択
は
、
比
例
原
則
（
七
円
5
2
t
ハ
一
命
官
官

E
S
E］日）

く
も
口
一
立
な
け
れ
ば
！
ょ
っ
と
い
〈
寸

な
わ
ち
、
あ
〉
ゆ
る
子
防
出
向
は
、
予
期
さ
れ
勺
1
1

ノ
ス
ク
と
比
例
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
、
り
長
い
の
で
あ
る
こ
の
こ
と
は
、
当
局

は
、
そ
れ
山
対
、
ぷ
ー
よ
抗
不
さ
れ
る
桜
々
な
捨
五
日
夜
u
聞
の
流
組
山
一
弘
前
止
、

汁
、
抽
出
尽
に
悶
寸
q
Q
W
U替
の
庶
民
体

科・／、決定1 行動令子p,;;/c11に閉す。 つの忘年

制
の
怒
立
、

川
ノ
ス
ク
を
よ
り
消
滅
一
コ
r

る
た
め
の
調
任
／
U
グ
ラ
ム
へ
の
資
九
九
提
供
等
ー
ー
の
、
）
ち
、
公
京
心
地
取
ま
た
は
川
司
法
の
似
諮

を
確
伝
？
一
9
る
に
パ
m
ご
い
実
際
に
必
宮
町
沈
泊
巾
一
を
選
状
し
白
け
れ
ば
な
、
り
な

γご、
L
っ
こ

ξ
芋
川
…
味
J
q
る
。
も
つ
い
〈
も
、
予
防
原
則
こ
り
対

」
り
占
一
山
ハ
μ山
、
仙
安
前
は
、

ι引の

つ
り
h
E
味
戸
よ
会
科
を
余
儀
日
く
さ
れ
る
、
了
こ
が
あ
る
口

完
治
下
丹
」
中
小

r
t
v
L
Y
 

」

!ct 

Cl 
r 
f「
；テ
れ

ば
4つ

な

.，』

ね

当ーよ
山

J古
山L
Jふ
I.ト
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ま
ず
、
マ

r品
川
原
町
ハ
の
使
命
は
、

必
望
な
利
／
J

的
デ
ー
タ
の
「
べ
て
を
集
め
る
い
一
と
が
不
可
能
で
↓
ぬ
る
よ
う
な
科
学
的
小
確
実
吋
心
状

レ
川
婦
人
仏
口
、
九
N
J
丸
山
司
令
一

4－
竹
山

1
Y
L

強
で
車
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
為
る
’
に
川
町
、
心
l

斗
町
は
、
「
一
円
’
必
中
J
Z
3
2
1
2
2二

も
、
こ
の
川
市
井
は
あ
ま

h

の
川
用
」
川
は

中
i
訟
桁
怖
が
ほ
訂
期
間
（
U
J
U
心
て
一
あ
る
と
い
う
｝
J
象
ピ
与

戸

示

、

ム

フ

1
一p
h
～

j
t
L
i
v
p
K
L
 

、h
v

炉、
J
h
3

t
t
J
J
J
じ

実
際
に
は
、

反
対
一
入
、
法
伝

f
組
詩
作
物
や
気
候
の
女
化
サ
ー
ピ
4
T
J
え
I
み
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、

不
侍
実
性
れ
い
り
な
m
ー
に
は
、

J
Y
U
7
Q
H
炉、

長
期
間
口
？
恥
す
る
も
の
も
あ
る
伊
、
つ
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

ば
、
こ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
市
純
て
松
惚
の
あ
る
安
読
を
導
く
こ

中
f
該
抗
置
は

「
引
上
げ
し
川
悦

？／ごいよな，
hv
〈」

に
得
ら
れ
た
が
し
ぺ
γ
的
デ
ー
タ
に
法
つ
く
之
期
的
1
6
見
直
）
の
対
象
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
、
り
ん
d

い
の
で
あ
る
ご
こ
の
こ
と
は
、
同
時

新
た
な
誠
一
日
守
、
な
伴
え

146で
な
く
し
は
な
仏
ず

ド
ド
こ

て
J

科
学
の
八
時
以
内
h
I
U

じ
こ
兄
白
さ
れ
る
の
ど
な
け
れ
ば
ヨ

に
、
当
該
山
い
い
い
宣
は



f沢

ら
な
h
w
と
レ
ぅ
、
ア
こ
を
意
味
す
る
c

具
体

rdに
は
、

そ
の
流
涜
を
決
定
的
に
州
市
HGJる

お
ツ
伝
説
品
の
安
全
性
に
疑
レ
が
あ
る
h

一
と
は
、

根
拠
に
は
た
ら
な
い

2
い
う
と

2
で
め
る

当
該
製
品
は
、

デ
ー
タ
に
必
じ
て
中
l
f山
処
分
を
調
的
す
る
義
務

よ
り
巨
待
に
は
、

悶

吉
恨
拠
と
L
て
、
市
場
か
ら
一
時
的
に
綴
退
さ
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
み
る
り
て
あ
る

；主L

子
ぬ
抗
出
ピ
と
る
持

何
時
唱
と
な
る
利
討
を
阿
佐
間
J
Q
る
こ
と
を
決
定
者
に
必
然
的
内
民
ぶ
「
る
こ
と
に
な

比
例
原
則
は

る
、
二
の
山
刊
V

ヘ
ロ
件
、
子
主
主
れ
る
ね
宇
一
の
大
き
さ
、

ψ
f該
抗
日
m
の
使
川
市
z
ピ
続
制
ナ
ゐ
技
術
的
白
困
雄
市
い
じ
の
zrr
民
、
代
替
茨
υ川
の
存
否
、

む
会
に
と
っ
て
の
危
険
の
受
け
入
れ
叶
能
性
の
大
き
さ
に
応
じ
て
変
わ
コ
て
〈
る
こ
と
に
な
る
f

叫

A

川
主
附
な
リ
ス
ク
が
こ
の
、
て
つ
な
状

お
か
れ
る
乙
と
い
よ
コ
て
、
栄

ιは
、
マ
「
防
ぷ
則
の
品
川
河
助
の
唯
の
方
法
と
は
か
け
附
か
れ
た
も
の
、
と
ま
る
c

第
二
に
、
欧
州
司
法
及
川
判
所
は
、
、

γれ
ま
で
、
同
連
製
品
ま
た
は
活
動
に
適
用
一
口
可
能
な
以
内
什
の
「
規
山
ζ

悶
係
づ
け
て

。
同
凶
「
門
川
｝
出

u
H
J
F
m
〈
乃
F
】
合
印

t

予
防
原
則
を
泊
則
す
る
当
局
の
義
務
を
品
訓
読
し
て

一

一

守

一

丈と、
J

八

hh

環
域
政
治
一
に
河
L
て
は
、
ト

C
え
れ
わ
行

科
J

ザ
十
円
h

i
タ
だ
け
C
な
く
、
h
1
1
4
U

川
島
の
有
軒
か
九
牛
ず
る
可
能
刊
一
udぬ
る
叩
河
村
寸
お
令
ふ

L
M

川
門
粂
は

hvi
可
中
l
払

び
小
叩
川
ソ
ハ
川
、
そ
し
て
、
位
向
的
・
村
会
的
交
肢
を
も
考
方
す
？
さ
で
↓
め
る
U
H
F
ん
め
て
レ
】
I
G
〈
と
の
条
件
の
も
J
で
、
以
川
司
法
故
川
計

ぽ
、
欧
川
委
員
会
、
β

ハ
口
ン
を
市
場
に
山
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
予
防
原
引
を
根
拠
と
し
て
、
山
引
！
止
の
ク
口
U

マ
ル
オ
・
ヵ
ー
が
ン

（

C
F
C） 
ゲ
ア
自
γ
刈
に
禁
J

け
す
る
こ
と
が
で
き
よ
2
心
判
桁
主
小
し
た
も
う
1
3
k

も
、
仮
に
と
の
別
極
の
製
品
も
ぷ
害
を
什
き
で
」
す

可
能
泣
が
あ
η
、
二
れ
も
ま
た
予
防
限
引
の
発
効
ど
ド
当
化
す
る
も
の
亡
あ
る
2
す
れ
ば
、
勺
け
口
ソ
ル

f

カ
l
ぷ
ン
は
、
注
目
化
剤

一六一

と
し
て
の
使
似
の
た
め
に
代
替
小
抱
と
さ
れ
る
こ
〉
に
な
っ
た
で
？
あ
ろ
う
r

ソへ！；
l
J
ャ

1

1

1

1

 

ソ
ル
ヴ
『
イ
事
件
に
お
い
て
は
、
予
防
原
則
に
ょ
っ
と
、

動
山
サ
の
剣
w
刊
に
用
い
ら
れ
る
一
定
の
添
加
物
を
山
場
か
ら
議
退

さ
せ
る
こ
と
力
主
耐
作
さ
れ
る
か
併
か
と
し
う
問
題
が
抗
一
が
さ
れ
た
じ
こ
の
必
向
、

関
す
る
法
人
μ
が
付
を
，
に
め
て
い
る
か
乞
欧

州
司
法
裁
刊
一
州
の
お
審
ー
は
判
所
は
問
題
乙
し
た
そ
1

〕
て
、
河
法
判
所
は
、
こ
れ
り
の
物
珂
は
、
人
司
も
し
く
は
動
物
の
他
蕊
土
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ι品H
ハ
刀
影
抑
制
ヅ
ゼ
u
f
も
て
な
い
）
没
ん
口
に
し
か

4

汁
草
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
利
引
し
三
－
添
加
物
の
川
山
口
怜
に
つ
レ

t
合
班

的
に
疑
い
か
も
た
れ
る
肌
叫
ん
ー
に
は
、

丸
ら
ゆ
る
段
如
、
む
利
併
と
り
ス
ク
の
比
較
や
す

る
ま
で
も
な
く
、

一
、
料
治
一
的
利
日
川
、
ん
あ
る
い
は
引
物
（
U
F福
等

そ
の
禁
止
は

ι当
化
さ
わ
る
つ
こ
れ
に
対
じ
て
、
人
間
が
吊
い
る
薬
剤
に
院
し
て
は
、
千
仲
川
原
川
町
は
、

ア
ル
一
フ
ゴ
h
タ

／、

J
J

ル
再
三

f
、
づ
ル
ヴ
｛
一
J

と
い
｝
た
弘
一
止
の
一
Jd判
決
が
一
－
小
す
よ
う
に
、
様
々
な
条
刊
に
服
ド
り
る
こ
と
に
げ
1
匂
c

d
」
ル
ヴ
f
工
事

件
ヤ
三
日
ハ

γ
、b
A

川、

j
1
t
〈

L
ν
j
k

肥
満
ん
什
rャ
ー
の
ど
の
ハ
り
た
孜
抑
制
剤
の
使
用
け
や
、
心
減
病
の
り
ス
ケ
を
5
き
お
こ
「
も
の
と
設
え
ら
れ
た
っ
ψ」
］
ロ
パ
パ
叫
〕
問
、

一
一
の
沿
在
的
危
険
の
存
在
を
回
収
拠
と
い
て
、
一
品
川
叶
品
川
刑
の
z
川
場
か
ら
の
撤
退
JT命
じ
た
r

第
守
一
番
糸
刊
川
は
、
法
令
に
よ
れ
ば
、
本
件

薬
剤
は
、
そ
れ
UJ
提
八
千
ず
る
リ
ス
ク
が
そ
れ
に
円
七
て
期
待
さ
れ
る
利
採
乞
超
え
る
場
合
に
、

γ
炉、

j

、
り
れ
た
L
L〈

科・／、決定1 行動令子p,;;/c11に閉す。 つの忘年

の
判
断
を
不
仁

h

一
こ
と
は
、
実
際
に
は
、
同
さ
こ
さ
れ
る
の
は
リ
ス
ク
止
け
で
は
な
く
、
引
刊
羊
T

y
」
リ
ノ
ス
ケ

の
ご
あ
り

中
山
者
俗
人
小
、
よ
り
7

人
き
な
r川
療
品
川
岡
本
を
一
侍
る
f

め
に
、
？
一
ら
リ
ス
ク
に
ず
ど
臨
す
こ
ζ

が
f
h

工
止
さ
れ
ど
は
い
な
い
の
で
あ
る
口
添
加

物
乙
し
て
あ
る
物
質
を
用
パ
司
令
こ
と
が
朴
一
市
止
さ
れ
る

し
て
住
川
市
さ
札
る
日
付
じ
物
質
を
山
坊
に
お
い

方
で
、
人
に
川
市
い

て
お
く
、
「
ζ

か
正
心
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
ま
宍
に
ム
L

の
た
め
な
の

以下一人乞一？？
ι

む
よ
う
に
さ
令
判
例
の
汐
析
か
ら
は
、

4
ア一切原田川？弘、

F4い山叩川内
H94が
明
文
で
定
め
る
は
合
自
主
b
k
レ
て

選
択
を
れ
う
必
裂
性
中
、
y
ど
の
よ
う
立
還
択
を
わ
3
f
め
に
開
店
と
な
る
利
ぷ
の
重
要
性
を
剖
制
す
る
と
い
う
九
識
か
ら
逃
わ
る
も
れ

E
U
心
判
例
も
山
川
怖
に
認
め
て
い
る
よ
う
に

予
防
原
H
／は

非
【
ん
実
的
な

で
は
た
い
と
い
今
日
」
と
が
で

J

ャ」寺、一
J

一」

L
7
刀
J

一

（

5
2
E
M
Z
ぷ
ヨ
リ
ス
ク
什
八
慌
を
氾
い
求
め
る
ご
と
令
兵
務
づ
日
り
る
芸
挫
の
以
川
川

で
け
じ
な
い
：
も
ち
ろ
ん
、
ト

ν
ラ
シ
ス
ゼ
口
、
目
、
可
能
な
あ
る
い
は
ず
川
け
人
れ
可
能
な
唯
の
畏
択
2
な
る
「

2
も
お
る
こ
と
も
た

し
か
で
め
る
J

最
近
の
り
ル
タ
ー
－
ハ

i
／
弔
件
に
お
い
て
は
、
仙
山
川
川
司
法
裁
判
所
目
、
魚
介
額
ト
ム
J

判
、
つ
れ
る
記
u
m
h
の
け
ス
ア
リ

仏
品
目

2
5－E
を
一
前
成
す
る
も
の

ア
十
福
山
刈
誌
の
た
め
一
仁
は
、

川
山
諮
対
象
ζ

ヨ
る
人
が
弱
者
グ
ル
市
ァ
に

M
1
／
、
そ
の
う
久
叫
が
製
品
の
い
点
示
に
払
っ
て
は
完
ん
に
は
ヰ
伐
さ
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f沢

与
え
な
レ
汁
め
、
実
際
rr

4J考
え
ら
、
れ
な
い
こ
と
乞
認
め
て
い
る
（
日
以
に
、

午
、
替
策

c 

"' 

ぃ
i
m
r
Jぱ
マ
匂

同
f

拭
判
白
い
は
、
吹
川
川
会
〈
戸
、
ん
誌
は
、
す
へ
て
の
ノ
局
総
仇
脳
r
h
c
！
父
毛
感
染
を
い
功
止
「
る
た
め
に
、

T
の
剣
山
ド
ル
に
魚
粉
を
用
い
る
こ
と
ピ
佐
一
小

悶

リ
で
き
る
と
じ
4

い
る
わ
泣
い
耐
併
を
不
ず
プ
リ
オ
ン
は
、
検
有
が
似
訴
以
山
決
部
位
に
お
い
て
山
常
に
集
中
段

い
状
市
山
で
も
バ
ー

き
戎
る
可
抱
牲
が
あ
る
円
以
上

き
き
ん
ソ
H
Z
T
－T
L
卜

リ千り
ι
H
F〉
H

；
土
、

、
禁
止
以
外
山
効
来
的
た
一
措
川
出
は
あ
り
え
沿
い
と
判
制
し
た
り

J
v
n
j

〆
〉
品
川

h

，、
J

、

L
l
！／

7
l
v
 

ト
ピ
ア
／
ス
ピ
ロ
は
、
他
の
多
’
L
U
巡
択
肢
の
な
か
の
一
つ
｝

る
公
衆
の
健
作
服
、
安
全
命
よ
び
環
境
の
保
設
の

の
以
則
と
池
札
口
ず
る
限
L

り
に
む
い
て
目
、

多
く
の
ぬ
〈
日
汀
i

ス
ク
を
引
き
受
け
る

選
択
を
↓
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
坦
併
さ
れ
た

そ
の
わ
め
に
、
、
〕
ぜ
い
）
ば
、

J
7防
原
則
に
帰
AJ

ら
れ
る
仮

出
快

uW
な
結
果
こ
、
河
原
則
を
パ
リ
ス
ク
を
。
り
士
、

f
防
了
る
ぷ
つ
九
弘
行
動
原
則
と
し
ぶ
つ
乙
ず
る
川
向
の
努
力
の
訓
の
陥
た
り
が
北
京

に
ηー
は
コ
、
｝
／
）
に
hぱ
ク
Q

の一に
J

ゅのヲ
h
u
o

四

行
動
の
原
理
と
し
て
の
予
防
原
則

付
に
汁
し

一
に
自
ん
に
よ
う
な
れ
良
一
ゲ
↓
前
理
前

ι内
包
す
る
も
の
で
は
な
い
－
Y
L

〕
戎
主
ポ
ヲ
者
、
か
い
u

る
（
予
防
原
則
♂
、

し
て
も
、

z
L
C
、
向
原
則
が
、
必
ず
し
も
設
も
一
頃
車
た
も
ヘ
Z
E
E
－E
耳
こ
決
定
ど
持
く
も
の
C
は
な
い
と
し
て
1
4
0

、
決
定
耳
は
、

将
来
日
拡
汗
パ
か
牛
小

ぞ
れ

R
H什
一
定
引
き
三
人
行
る

、ι
守、！A

ヤ」、ノ叩」

1
J
W
V判
げ
ず
／
以
内
U

U

F

向
原
川
町
宮
そ
の
よ
う
な
b
心
1

ぐ
し
て
治
川
寸
る
川

能
壮
い
が
め
る
と
い
よ
ー
の
で
あ
る

一一、、
J

叫
ん
引
勺
ふ
士
、

じ

J
1
J
V

た
し
か
に
存
U
却
に
氾
げ
る
こ
L
Y

がも
l

、
き
る
も
の
一
f

は
な
い
d

し
か
し
、
一
、
れ
に
い
川
し

て
は
、
次
の

つ（
U

反
論
が
可
能
で
あ
る

符
一
に

」
の
も
主
な
「
品
川
の
説
法
l

は
、
決
定
者
に
と
っ
て

同作凶コ↓
n
p
A

ゴ
C
コハ一
c

日
の
欠
如

ハ
一
化
叫
門
出
品
〔
一
化

宮
司

Tdへ
ご
戸
戸
《
玉
〉
ト
ル
什
刊
す
る
責
粁
を
と
っ
さ
れ
る
こ
こ
に
な
る
と
い
、
？
水
続
的
な
脅
威
に
一
三
て
強
化
き
れ
る
こ
こ
に
な
る
で
あ
ろ
う
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か
r

現
在

C
W例
の
も
と
で
ぽ
、
こ
れ
に
対
し
て
は
否
定
的
な
問
符
が
泣
い
か
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
－
少
な
く
J
も
ブ
ソ
〆
ス
法

ιお
い

て
は
、
子
訪
問
川
町
／
が
伝
的
責
亡
の
某
慌
に
F
P
2

、
え
る
影
響
は
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
る
J

現
ず
ん
ー
ま
で
の
と
こ
為
、
チ
坊
原
則
は
、
見
事
責

任
を
拡
大
さ
せ
る
に
い
た
っ
て
は
い
泣
い
欠
陥
製
品
C
滋
合
に
つ
い
て

ゴ
ラ
ン
え
ー
は
は
、
ん
V
J
j
山
茨
口
出
が
；
河
辺
さ
せ
ら
れ
に
時
引
に

お
い
て
、
科
学
的
・
技
術
的
剣
山
市
内
一
状
態
に
よ
う
と
、
そ
の
欠
仏
の
存
住
ぷ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ヒ
い
場
台
に
は

日
以
千
百
字
は
、
ス
の

責
任
を
免
除
さ
れ
る
日
定
め
て
い

ま
f
、
私
人
ま

2
h公
務
貝
た
る
決
定
者
（
地
方
、
地
域
、
問
の
ψ
j
d長
um
心
許
認
川
三
円
九
日
什
者

情
7
4

）
の
刑
事
責
円
に
つ
い
て
も

ァ
ラ
ン
ス
の

υ一
法
苦
は
、
「
下
山
原
則
な
通
以
’
し
な
か
ハ
丈
こ
と

2
2
2
3
5
2
2
〈一d

七
コ
コ
ミ
℃
命
ハ
土

」
主
犯
罪
と

ν
て
は
い
な
い
戸
？
防
原
則
的
な
べ
ん
想
に
士
山
つ
く
も
の
と
ー
も
口
い
そ
る
「
他
人
を
危
険
ー
ゴ
状

科・／、決定1 行動令子p,;;/c11に閉す。 つの忘年

能

rL出
J

〈、、こ
ζ

を
止
官
刊
ハ
）
ず
J

る
あ
い
ま
い
な
罰
則
f

ょ
ぬ
っ
て
ー
卒
、
ず
て
に
弁
在
」
2
Q
n
ロ
ハ
外
的
司
法
出

ちコ

L
門
戸

mmυ
『

の
政
志
に
－
三
q

ベ
』
止
、
あ
る
い
は
、
そ
の
危
険
性
引
、

、
そ
の
責
任
を
阿
川
わ
孔
る
べ
き
行
持
者
が
当
該
行
為
か
ら
け
結

来
を
充
、
つ
な
か
っ
た
と
下
張

γ
る
こ
こ
を
討
さ
な
い
一
は
こ
明
白
な
も
の
で
あ
ノ
た
よ
う
な
行
為
に
し
か
、
川
川
主
中
日
刊
を
科
↓
rJ
二
ζ

は
C
き

下
川
原
計
一
。
芝
居
川
、
？
れ
る
べ
一
ぎ
が
排
除
五
時
三
一
文
放
に
お
し
て
は

こ
の
よ
う
な
袋
持
げ
は

め
つ
戸
～
ル
ト
ゃ
ん
足

ー、仏いの

し
か
し

ず
る
も
の
で
は
な
い
。

｛μ 

人
よ
る
遣
、
法
性
統

同
に
見
た
よ
う
な
予
川
内
原
則
の
祢
市
に
し
民
主
な
、
山
地
用
に
向
す
る
見
一
比
一
人
は
、

プ

ラ

ス

や

E
じ

制
れ
い
り
枠
組
み
に
h
u
i
V
Q
抗
力
な
税
制
に
よ
っ
て
限
定
ざ
わ
ィ
ー
も
の
と
江
る
J

引い川川
b
y
台
、
肝
心
川
に
読
ん
だ
だ
け
で
も
、

法
判
守
け
が
l
h
典
的

た
は
け
組
人
に
一
位
、
っ
こ

2
は
切
ら
か
で
あ
る
｝
裁
判
冶
は
、
健
雑
た
一
川
円
断
を
必
h
t
L
Y
す
ャ
匂
前

μ、
に
お
い
と
は
、
間
判
F

け
な
詔
一
川
り
の
み
JY
対
象

ベ

ο

と
お
司
る
限
定
的
ヘ
ホ
統
制
し
か
行
わ
な
い
ご
と
山
こ
だ
わ
る
も
の
で
為
る
勺
予
防
隊
則
は
、
ト
確
実
が
い
が
が
め
ら
れ
る
場
企
に
渡
刑
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
以

l
、
裁
判
’
円
が
、
土
と
し
て
が
ぺ
j

的
な
問
題
が
以
り
し
し
げ
ム
J

れ
る
場
合
に
あ
ノ
て
は
、
な
お
ざ
り
、
付
き
で
の
校
拠

と
？
れ
ば

fい
の
か
よ
く
分
か
ら
白
い
の
と
あ
っ
て
、
そ
ご
肉
、
日
ら
の
確
干
を
押
｝
ノ
利
け
る
い
一
と
は
考
え
ら
れ
な
L
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f沢

も
っ
と
も
、
叶
川
川
斗
ハ
同
体
内
の
内
什
巾
な
流
子
一
日
目
官
訟
と
な
る
場
合
た
け
で
も
子
〈
、
｜
｜
E
U
の
裁
判
｛
巴
は
、

か一

と
に
な
る
よ
沿
っ
す
は
片
PEEP－
山
場
に
阿
ハ
目
印
す
る
こ
と
に
拡
抗
争
不
し
と
い
る

予
防
崎
市
民
引
を
優
退
す
る
こ

よ
り
J

牛
説
的
と
り
場
と
採

Q
E
U
当
川
町
に
よ
っ
こ
予

悶

ル
川
町
民
が
行
わ
れ
る
場
常
に
も
、

一山丸山川
d

？」ムマ出

I
l
o－
－

 

統
制
刷
が
強
化
さ
わ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
も
内
定
で
き
な
い
最
近
の
ソ
ル
ヴ
ヱ
イ
事

件
で
は
、
崎
州
司
渋
裁
判
刊
一
昨
は

動
初
の
創
立
に
い
巾
い
つ
れ
る
に
川
加
物
で
あ
る
ご
ァ
ル
ゾ
止
の
同
収
が
、
利
用
叫
能
な
（
ア
i
タ
JY
封
筒

と
し
て
も
ず
れ
容
吋
限
な
用
品
止
を
決
め
る
こ
と
日
で
き
と
い
一
L
I
h
J
E
重
似
し
て
、
油
性
か
な
科
学
的
意
児
に
よ
り
根
拠
づ
け
つ
れ
之
、
弘
、
り
で

代

J

あ
る
か
百
か
が
給
料
に
検
討
さ
れ
丈
〉
士
た
、
同
及
判
所
、
炉
、
税
制
を
強
め
る
こ
と
に
t

払
っ
て
、

w
Tり
に
件
一
一
ち
込
ま
れ
た
商
業
卜
の

紛
？
を
問
持
じ
よ
よ
J

、
あ
る
い
目
y
h
a
く
と
よ
一
縮
減
、
ど
ふ
う
と
、
J

て
い
る
ミ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
、
子
山
f
d
L
4
の
科
学
的
な
副
の
分
析

の
子
法
ζ

、
W
1
け
の
枠
組
内
で
行
や
れ
る
吋
様
の
庁
d
n
C
手
汁
広
が
徐
々
に
類
似
し
て
き
し
い
る
の
ー
へ
げ
の
副
主
で
あ
る
υ

附
州
司

法
改
吋
所
は
、
少
し
ず
つ
、

W
T
O
け
枠
記
で
治
則
犬
、
れ
る
の
と
叶
じ
長
準
に
ム
n
わ
三
｛
、
き
ア
u

も
ち
ろ
え
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
℃
、

日
間
業
約
一
ぽ
紛
争
が

訴
さ
れ
る
、
」
と
に
な
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叶
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司
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述
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れ
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仏
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検
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あ
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滑
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受
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、
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さ
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叫
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れ
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あ
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ど
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句
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↓
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保
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、
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あ
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／
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付
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蒸
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